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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年3月17日(2016.3.17)

【公開番号】特開2015-25129(P2015-25129A)
【公開日】平成27年2月5日(2015.2.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-008
【出願番号】特願2014-158603(P2014-158603)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  19/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/54     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/34     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1337   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   19/30     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/54     　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｋ   19/12     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/34     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５００　
   Ｇ０２Ｆ    1/1337   ５２０　

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月28日(2016.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式（ｉ）
【化１】

で表される化合物を含有し、式（ＸＩ－１－２）又は（ＸＩ－１－４）
【化２】

【化３】

で表される化合物を含有し、式（ｉ）で表される化合物が２０～５０質量％含有する誘電
率異方性が負の液晶組成物。
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【請求項２】
式（Ｉ）
【化４】

（式中、Ｒ９１からＲ９２はそれぞれ独立して炭素原子数１から１０のアルキル基、炭素
原子数１から１０のアルコキシ基又は炭素原子数２から１０のアルケニル基を表すが、式
（ｉ）で表される化合物は除く。）で表される化合物を含有し、式（Ｉ）と式（ｉ）で表
される化合物の含有量の合計が２５～６０質量％である請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項３】
一般式（Ｉ－ｃ）

【化５】

（式中、Ｒ１３は炭素原子数１～５のアルキル基を表し、Ｒ１５は炭素原子数１～４のア
ルコキシ基を表す。）又は一般式（ＩＶ－ａ）
【化６】

（Ｒ２５は炭素原子数１～５のアルキル基を表し、Ｒ２４は炭素原子数１～５のアルキル
基表す。）で表される化合物から選ばれる１種又は２種以上含有する請求項１又は２に記
載の液晶組成物。
【請求項４】
一般式（ＸＩ－１）
【化７】

（式中、ＲＸ１１及びＲＸ２１はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基、炭
素原子数２～５のアルケニル基、炭素原子数１～５のアルコキシ基又は炭素原子数２～５
のアルケニルオキシ基を表すが、式（ＸＩ－１－２）及び式（ＸＩ－１－４）で表される
化合物は除く。）で表される化合物を含有し、一般式（ＸＩ－１）、式（ＸＩ－１－２）
及び（ＸＩ－１－４）で表される化合物の含有量の合計が５～４０質量％である請求項１
又は２に記載の液晶組成物。
【請求項５】
一般式（ＩＩ－ａ）
【化８】

（式中、Ｒ１１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基また
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、Ｒ１２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭
素原子数４～５のアルケニル基または炭素原子数１～４のアルコキシ基を表す。）で表さ
れる化合物を１種又は２種以上含有する請求項１又は２に記載の液晶組成物。
【請求項６】
一般式（ＸＩＩ－１）、一般式（ＸＩＩ－２）又は一般式（ＸＩＩＩ）
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【化９】

（式中、ＲＸ１及びＲＸ２はお互い独立して炭素原子数１から１０のアルキル基、炭素原
子数１から１０のアルコキシ基又は炭素原子数２から１０のアルケニル基を表すが、これ
らの基中に存在する１個のメチレン基又は隣接していない２個以上のメチレン基は－Ｏ－
又は－Ｓ－に置換されていても良く、またこれらの基中に存在する１個又は２個以上の水
素原子はフッ素原子又は塩素原子に置換されても良い。）

【化１０】

（式中、ＲＸ１及びＲＸ２はお互い独立して炭素原子数１から１０のアルキル基、炭素原
子数１から１０のアルコキシ基又は炭素原子数２から１０のアルケニル基を表し、ＭＸ３

１は、
（ａ）トランス－１，４－シクロへキシレン基(この基中に存在する１個のメチレン基又
は隣接していない２個以上のメチレン基は－O－又は－S－に置き換えられてもよい)、
（ｂ）１，４－フェニレン基(この基中に存在する１個の－CH＝又は隣接していない２個
以上の－CH＝は窒素原子に置き換えられてもよい)
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）又は基（ｂ）に含まれる水素原子はそ
れぞれシアノ基、フッ素原子、トリフルオロメチル基、トリフルオロメトキシ基又は塩素
原子で置換されていても良いが、ＭＸ３が複数存在する場合は、それらは同一でも良く異
なっていても良く、Ｗは０又は１を表し、Ｘ３１～Ｘ３６は水素原子又はフッ素原子を表
すが、Ｘ３１及びＸ３２の組み合わせ、Ｘ３３及びＸ３４の組み合わせ、Ｘ３５及びＸ３

６の組み合わせ、のうち少なくとも１組の組み合わせがともにフッ素原子である。）で表
される化合物群から選ばれる化合物を１種又は２種以上含有する請求項１又は２に記載の
液晶組成物。
【請求項７】
式（ｉ）、式（ＸＩ－１－２）、式（ＸＩ－１－４）、一般式（ＸＩ－１）、式（Ｉ）、
一般式（ＩＩ－ａ）、一般式（ＸＩＩ－１）、一般式（ＸＩＩ－２）又は一般式（ＸＩＩ
Ｉ）で表される化合物を含有し、その含有量が９０～１００質量％である請求項６記載の
液晶組成物。
【請求項８】
反応性モノマーを含有する請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項９】
請求項１に記載の液晶組成物を用いた液晶表示素子。
【請求項１０】
請求項８に記載の液晶組成物を用いた液晶表示素子。
【請求項１１】
請求項９又は１０に記載の液晶表示素子を用いた液晶ディスプレイ。
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